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自己紹介

• 1946 和歌山県田辺市榎本長平の長男（榎本家10代目）として生れる

• 1961 田辺市立新庄中学校卒業

• 1964 武蔵野市 成蹊高校卒業

• 1968 早稲田大学第一政経学部経済学科卒業

• 1970 東京大学農学部林学科研究生終了

• 1970 ㈱山長商店入社

• 1973 山長林業株式会社専務取締役就任

• 1991 ㈱山長商店副社長就任

• 1996 ㈱山長商店代表取締役社長就任

• 2016 ㈱山長商店代表取締役会長就任
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学歴

職歴

公職 （一社）日本林業経営者協会 会長（２０１3～２０１９）
和歌山県木材協同組合連合会会長
田辺木材協同組合理事長
田辺商工会議所会頭
紀州林業懇話会副会長
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山長商店： 植林からPCまで一貫生産体制

 江戸中期創業の老舗。備長炭の
木炭商から林業経営へ。

 個人で約5000haの山林を所有し、

植林から製材・プレカット加工まで
の自社一貫生産体制を確立。

 無垢製材品の人工乾燥技術を磨
き、スギ・ヒノキ柱角・スギ平角の
JAS製品を供給。

 3ケ月分の在庫を持ち、現し工法に
対応した複雑なプレカット供給。

 プレカット生産量の65%が首都圏
への出荷。

ストーリー性があり
生産者の顔が見える木材

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
山手線の内側が約6300ha。



120年生森林
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世界でもっとも長い歴史を持つ森林の持続的循環利用を
行ってきた日本林業が、近年の社会的環境変化により、
再生産困難な状況に陥っている。

弊社120年生の森林

円高・プレカットの増加により、
国産針葉樹材の競争相手は
欧州産集成材に
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木材需要構造の変化

• 木造住宅の変化

・軸組真壁工法から大壁工法へ

生活様式の変化⇒日本間の減少、洋間の増加

⇒無節の柱、敷居、鴨居、長押等役物の需要減

・プレハブ住宅・２✕４住宅の増加

⇒国産材以外の需要（鋼材、米材現地挽、欧州製品）

・パワービルダーの台頭（大規模建売住宅）

・プレカットの普及

⇒量と質と価格の安定供給の要望⇒欧州産集成材

・品確法の制定（２０００年）１０年間の瑕疵保証義務⇒

乾燥材の要求。スギ・ヒノキ無垢未乾燥材から欧州産集成材へ

その後スギ・ヒノキの無垢乾燥材生産が普及した。
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素材の品質と木材需要の関係
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スギA材：12000～15000円 B材：8000～11000円 C,D材：
4000～7000円

ヒノキA材：14000～18000円 B材：10000～13000円 C,D材：
4000～8000円

（品質・用途によっては20,000円超）

（品質・用途によっては30,000円超）



無垢材の利用促進が利益を山に還元することに繋がる

①山への利益還元方程式

製品価格－流通コスト－加工コスト－出材コスト＝立木価格

製品価格を上げるか、各段階でのコストダウンの取組が必要

②B材は集成材・合板需要へ、 C・D材はバイオマス発電需要へ

A材の需要開発が今後の課題 ⇒山への還元

③同じサイズのスギ無垢製材品50000円~55000円/㎥が、

集成材向けスギラミナーでは30000円~35000円/㎥
山への還元は出来ない ⇒集成材より無垢材の需要開発を

④林業は木材供給の起点、山林所有者の伐採の意思決定が

なければ原料供給はなされない

⇒再造林が出来る循環可能な所得を
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㈱山長商店工場全景
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JAS構造用製材品の生産

 乾燥が不十分だと、建築後に木材が変形する恐れがある。
⇒ 構造材には乾燥が必要不可欠

 しかし、国産ムク材の最大の問題は「乾燥の難しさ」
特にスギの乾燥は樹種特性の面から非常に困難だった。

 平成12年、背割をせずに乾燥ができる新技術（高温蒸気式乾燥）を
いち早く導入。
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平成18年、最新の減圧技術を用いた「高温蒸気減圧式乾燥機」の導入により、
国産スギ材で含水率20％を達成する乾燥プログラムを自社開発。

平成20年に国産スギ梁・桁材では

日本初の機械等級区分JAS（日本農林規格）製品の開発に成功。

欧州産集成材と同様の寸法安定性・品質担保がなされた
国産ムク材が誕生。

JAS柱材の生産

JASスギ横架材の生産 スギの大径材の利用促進



ドライングセット乾燥の登場
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高温（100～120℃）乾燥

（ヒルデブランドのホームぺージより引
用）

高温で細胞が柔らかくな
ったところで表面を乾燥させ
内部に圧縮応力を持ったまま
表面を硬化させる。その後、
温度を下げ内部の水分を抜く
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芯持ち材の無背割乾燥
• 背割りなしドライングセット乾燥

• 集成材と同様の性能を持った無垢材

• 無垢材でも金具接合が可能

• 乾燥機の選定と乾燥プログラムは各社の
腕の見せ所。

無垢製材品の人工乾燥技術の進歩



ハイレベルな乾燥技術と全量検査体制
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高温蒸気減圧式乾燥機

• 機内を最大0.2気圧まで

減圧することで水の沸点
を60℃まで下げることが
可能。

• 乾燥温度98℃→70℃
に。

• 従来の高温蒸気式乾燥の
問題点を大きく改善。

（木材の変色、焦げ臭
さ、乾燥レベルの限界な
ど）

マイクロ波式含水率計

• 木材にマイクロ波を透
過させ、その減衰率を
計測することで、木材
内部の含水率を計測す
る。

動的ヤング係数測定器

• 木材の断面をハンマー
で叩き、その音の振動
周波数を計測すること
で、木材のたわみにく
さ（ヤング係数）を計
測する。

構造材の全量検査を実施



 全てのスギ・ヒノキの構造材に、JAS規格に則った全量検査・品質表示
を実施。

 原産地表示・合法性証明マークとともに、JAS認定マーク、樹種、含水
率、強度、寸法、製造者、シリアルNo.（上記写真外）を表示していま
す。

 これにより、建築家や設計者が自らの目で材料性能を判断することがで
き、構造計算が可能になる。
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【全量検査・品質表示による性能・品質の「見える化」】

×
【グループ一貫生産体制による産地・生産者の「見える化」】

JAS製品による品質の見える化

合法性証明マーク 原産地表示 JASマーク 樹種 寸法（幅・厚み・長さ）

含水率 強度

製造メーカー名 シリアルNo.（写真外）



JAS製材品の意義
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抜群に強度のある山長・紀州材を実際に活かせるJASマーク
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一般的には 杉＝E50～70 / 桧＝E70～90 として考えられていますが、

その値をはるかに超える紀州材の強度が弊社での測定記録からも示されていま
す

JASマークがなければ全て無等級扱い



紀州材の強さのPRパンフレット作製

21

紀州材流通促進協議会
がパンフレット作製

米松 E110
ヒノキ E９０
スギ E70

ヤング係数が違っても
同強度値



日本木造住宅産業協会の調査
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地域工務店実態調査ーJBN・林経協青年部他
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国産無垢材製材品の需要者は・・
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国産無垢材の一番の顧客は
中小ビルダーと工務店

小規模需要と品質と家守りにより、
ハウスメーカーと差別化
主に持ち家需要に対応

・顔の見える家作り。
ストーリー性を持った家づくり。

育林から製材、加工、家づくりまで

・構造材表しの洋風住宅
木を見せることにより国産材の
良さをアピール



今後森林資源は充実し、大径材が増加

25



2021/2/18 26

杉平角の利用は日本の森を生かすこと

• これから増える杉
の中目材・大径材
の利用に

杉無垢横架材

木の価値を実現

• 紀州材は側の年輪が
細かい為横架材に最
適

• 化粧材として綺麗

120✕150～450✕3～6m程度は無垢材で供給可能
厚さ 背 長さ 最長９ｍ迄



無垢材キャンペーンは可能か

• 建築材料の集成材化の動きが進む

・木材の選択権は大工からプレカット工場へ

・一般的なプレカット工場の信条は「低コスト・低リスク・高効率」

・大手住宅メーカーの信条は「低コスト・低リスク・全国均一」
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・同じ製品価格であれば、無垢材・優良材を選択することが

森林の持続的循環に繋がることを木材の選択者が意識するこ
と。

・建築家・設計者への理解推進
・商業建築に於ける無垢材利用推進運動
・一般市民へ環境的側面からの無垢材キャンペーン

集成材材料供給林業のみでは日本の林業は生存できない

その意味でまず無垢材で出来ないか考えてみるという
「無垢ファースト」



JAS構造材の生産について

• JAS構造材 ドライングセット乾燥の技術

含水率２０％以下という条件を厚さ１５ｃｍを超える平角や正角を

スギ芯持ち材で実現するのはかなりハードルが高い・・・歩留の問題

また、スギ材は乾燥時に表面割れが生じ易い どこまで許容できるか

更に、施工後乾燥が進み胴が割れることがある。

市場流通材サイズは技術的にかなり安定している

一面割れは背割りと同じと考え許容

一層の技術進歩を期待

・ 平割を接着した集成材の安定性

非住宅建築の大断面の構造材については集成材やむなしか

燃え代設計
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コロナ禍の中で国産材に注目が・・・

輸入材の入荷不安定

・米材の入荷減 カナダSPF 米ツガ 米松

アメリカの住宅活況

・欧州材の入荷減少⇒集成材の原料不足

欧州への輸出減から帰りのコンテナ不足

中国で船が留め置かれ船による入荷減

供給安定性を求めて 国産材仕様を取り入れる住宅会社も

・国産材スギヒノキの集成材を求める動き

・間柱などスギの平割へ代替の可能性

国産材復権の動き
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野村総研による着工戸数長期予測 ２０２０/6
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2020年実績は83万戸



住宅の木材需要減少を補うものは？
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１．低層中大規模木造建築物
公共建築物、校舎、保育所、幼稚園

２．店舗商業建築の木造化
郊外店舗の木質化、内装の木質化

３．都市の木造化と集成材・CLTの普及
中高層建築や鉄骨建築の分野へ普及

４．中国の木材需要の伸びは膨大
中国・韓国・台湾・東南アジア・USAへの木材輸出（原木・製品）



新工場YSS（Yamacho Smart Sawmill)

紀州の山のアカネ材を生かす工場

年2万㎥の素材を3名で製材加工する予定
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高効率ノーマン稼働で都市の木造化の
材料を低コストで生産することを目指す



新工場YSS 乾燥材のモルダーライン

平割材の含水率をチェックしモルダー掛けし
、強度測定の上仕分けする

高強度ラミナー

強度が明らかな平割材の生産
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MSR強度測定機 含水率測定機
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南方熊楠顕彰館 ２００５年７月竣工

• 和歌山県田辺市が設計コンペにより設計者を決定

I.D.Aインテグレートデザインアソーシエイツ矢田康順氏

• 登り梁を集成材の設計から無垢材に変更

• グリッドの耐力壁は桧角材に桧ヌキ材を楔で固定
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世界遺産熊野本宮館
設計コンペにて香山壽夫建築研究所の設計監理で落成

• 3mから8m材24cm角が約300本グリッド状に林立し、片流れの屋根

外部はガラス張りで、ホールと展示施設

• 熊野本宮大社の道向かいにH21年7月完成

• 木材は田辺木材協同組合が受注し、各社手分けして製材し弊社にて乾燥して納入



田辺市立新庄小学校 2017年2月竣工

・地元の熱意で木材の町田辺に相応しい小学校を作りたい.愛郷会の多額寄付で実現

・構造材は全て無垢製材品を使用。JAS製品とJAS相当品

・RCの2箇所の階段室を挟んで1000㎡づつ計3000㎡の建築

・設計は共同設計株式会社 構造設計は山田憲明構造設計事務所
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田辺市立新庄小学校 多目的ホール
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田辺市立新庄小学校 教室と廊下
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紀州梅干の販売店舗 設計：中村慎吾設計事務所

紀州梅干工場の販売店舗 檜18cm角の四方に12cm角を沿わせ太角に

41



ゴルフ場のショップ 設計：無有建築工房
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熊野トラベル 店舗内装工事
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設計： パワープレ
イス



中規模建築物へ無垢材を使用する場合のポイント

①無垢材で可能な長さと大きさ市場流通材の利用

②品質（節や欠点の有無）により価格が違う。

③JAS構造材及び同等品

④芯持ち材の割れをどこまで許容できるか

⑤外部使用では１年程度で紫外線で銀鼠色に変色する。

⑥多湿環境を避け、木口の水切の工夫をする。

⑦大量になると発注と納材までの時間が必要

⑧木材の分離発注が出来れば一番望ましい。

⑨大量になると協力体制を組んだ木材の供給体制

森林所有者、森林組合、木材協同組合、製材業者、流通業者



日本の森の再生に、ご協力下さい。
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木材は持続可能な、環境に優しい、温かい材料です。
また、古くて新しい素材です。

無垢材・国産材の利用は
日本の森林・林業の再生の大きな鍵です。

消費者の皆様に訴える力は強いはず。
デザインの力を加味して、商業建築に、街づくりに、
無垢材・国産材の利用促進をお願いします。


	AF-Forumパネルデスカッション
	自己紹介
	山長商店：　植林からPCまで一貫生産体制
	120年生森林
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	木材需要構造の変化
	素材の品質と木材需要の関係
	無垢材の利用促進が利益を山に還元することに繋がる
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	㈱山長商店工場全景
	JAS構造用製材品の生産
	ドライングセット乾燥の登場
	芯持ち材の無背割乾燥
	ハイレベルな乾燥技術と全量検査体制
	JAS製品による品質の見える化
	JAS製材品の意義
	紀州材の強さのPRパンフレット作製
	日本木造住宅産業協会の調査
	地域工務店実態調査ーJBN・林経協青年部他
	国産無垢材製材品の需要者は・・
	今後森林資源は充実し、大径材が増加
	杉平角の利用は日本の森を生かすこと
	無垢材キャンペーンは可能か
	JAS構造材の生産について
	コロナ禍の中で国産材に注目が・・・
	野村総研による着工戸数長期予測　         ２０２０/6
	住宅の木材需要減少を補うものは？
	新工場YSS（Yamacho Smart　Sawmill)
	新工場YSS　　乾燥材のモルダーライン
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	南方熊楠顕彰館　　２００５年７月竣工
	世界遺産熊野本宮館　�設計コンペにて香山壽夫建築研究所の設計監理で落成
	田辺市立新庄小学校　　　　　2017年2月竣工
	田辺市立新庄小学校　　　多目的ホール
	田辺市立新庄小学校　教室と廊下          
	紀州梅干の販売店舗　　　設計：中村慎吾設計事務所
	ゴルフ場のショップ　　　　　設計：無有建築工房
	熊野トラベル　店舗内装工事
	中規模建築物へ無垢材を使用する場合のポイント
	日本の森の再生に、ご協力下さい。

